
 

 

「倉敷市健康増進・食育推進計画（素案）」の 

パブリックコメント集約結果 

 

「倉敷市健康増進・食育推進計画（素案）」について、「倉敷市パブリックコメント手続要

綱（平成２１年１２月８日告示第６８３号）」に基づき市民の皆様から広く意見を募集しまし

たが、その結果は次のとおりです。 

記 

１ 意見等の件数 ２人 １３件 

２ 御意見と市の考え方 

次ページのとおりです。 

３ 今後の予定 

倉敷市健康増進計画審議会及び倉敷市食育推進会議から計画策定に関する答申をいただい

たのち、令和６年３月に計画書を確定し、令和６年４月より計画を推進します。 

４ 参考 

意見募集期間 令和５年１１月１日（水）～１１月３０日（木） 

 

 

 

 

  

御意見をお寄せいただきました皆様の御協力に、厚くお礼申し上げます。 

倉敷市保健所 健康づくり課 健康管理係、食育推進係  

 



 

 

№ 御意見 倉敷市の考え方 

１ 

「たばこ」分野の指標に、「COPD（慢

性閉塞性肺疾患）による死亡率」を加

えてはどうか。 

現在の「COPDを知っている人の割合」に

加え、「COPDの死亡率」も指標とします。

「COPDを知っている人の割合」を増加させ

ることで、未診断のまま潜在化している方

の受診行動を促し、死亡率の減少を図りま

す。 

２ 

健康要因の一つが「食」にあること

から、健康増進と食育推進を統合し

「健幸」としたことは評価できる。た

だ、この造語が４６万余人市民の自認

健康者８８．１％（Ｐ１７）にも浸透

し、三次計画を確実に実行させる手段

はあるのか。本格的な人生１００年時

代に入った第三次期間の１２年間確

実に推進し目標達成するためには、今

までの１次、２次計画の延長では成果

は難しい。 

計画推進を通じて、「健幸」の言葉に込め

た「市民が体の健康だけでなく、幸せで満足

している状態」に近づけるよう、しっかりと

計画を啓発してまいります。また、これまで

の健康づくりでは、主に一人ひとりの健康

への意識や行動に重点を置いていました

が、次期計画では、健康づくりを支えるた

め、市民を取り巻く「環境づくり」の取り組

みにも重点を置き、目標達成を目指します。

さらに、令和１１、１２年度に前期計画の評

価（中間評価）を行い、その結果や社会情勢

等の変化等、状況に応じて計画の見直しを

図ります。 

３ 

先ず当該計画の概念浸透には視覚

的なキャラクターが、一つの手段だろ

う。そのためには食育を含めた統合キ

ャラクターが必要だ。「健康くらちゃ

ん」を「健幸くらちゃん」とし、タス

キ、またはのぼり旗で「チャレンジ健

幸に日本１」等のキャッチフレーズを

表示し、３つの目標、達成値、期間等

「健康くらちゃん」は、第一次・第二次倉

敷市健康増進計画において、市民の御意見

もいただきながら作成し、計画推進に活用

したキャラクターです。いただいた御意見

を参考にし、さらなる市民への浸透を図り、

健康づくりの啓発に活かしたいと考えま

す。 



 

 

補足付記すれば一つのマスコットキ

ャラクターで理解される。 

４ 

事業内容を個人または家庭・家族に

認知させるためには単に「保健所たよ

り」での広報だけでなく５地域大型公

園等に広告看板を設置又は公園トイ

レの壁を活用し、ラッピング等で重点

課題を定期的にアピールする工夫を

しないと当事者の自己満足に終わる。

笛吹けど市民は踊らない。そのために

はハード面の予算もしっかり計上さ

れたい。 

計画を広く周知するための方法につきま

しては、いただいた御意見を参考に、庁内関

係部署とともに検討してまいります。 

５ 

２つの理念、３つの目標、７つの重

点課題を、現状値と達成目標数値をハ

ザードマップみたいに一覧表化し詳

細は補足として当該報告書に戻るよ

うにし、各自、各家庭で課題提起し実

践する工夫をされたい。地域や行政通

知だけでは浸透が難しい。地域にもよ

るだろうがコロナ以降地域のつなが

りは想定以上に極端に希薄化してい

る。従って、実践のベースは個人家族・

家庭に浸透させることも重要である。

健幸行動手帳の様な実施メモ的なも

のを渡し実践結果で後述のインセン

ティブ付与に活用できないか。 

計画推進にあたっては、計画書とともに

「概要版」も作成する予定です。概要版で

は、理念や重点目標等の項目を一覧にした

ものや、一人ひとりの健康づくりの取り組

みの記載スペースを盛り込んだものを検討

しており、より多くの市民に、計画に基づい

た健康づくりの取り組みが浸透するよう、

活用してまいります。 

※インセンティブについては、12で回答。 

６ 
７つの重点課題の現状値と目標値

を設けているが、目標金額効果まで示

全国的に、健康づくりの分野に限らず事

業の必要性や効果を市民に分かりやすく伝



 

 

さないと活動のドライビングホース

は上がらない。未実施時の逸失金額、

即ち、医療負担金額が損失金額。当該

金額から関係者の労務費とソフト、ハ

ード合計値が下回ればそれが事業成

果金額だ。ここを工夫することが行政

の腕の見せ所。IT・AI活用で推計でき

よう。目標事業金額効果がでれば、個

人、家族・家庭の幸せのみならず、参

加者は立派な社会貢献者になり行動

意欲がわいてくる。実行しなかった場

合の、個人リスク、周辺悪影響（受動

喫煙等）を強調し健幸予防行動の啓発

も必要だ。 

えるため、御提案いただいたような手法を

効果的に活用している事例が見受けられま

す。いただいた御意見を今後の参考とさせ

ていただきます。 

７ 

ハード費用予算には上記看板ラッ

ピング等広報と共に、地域住民が散

策、ジョギング、ウォーキングできる

ソフトコンクリート専用通路を５地

域の大型公園内に設置予算も計上さ

れたい。「まちあるきコース」は自転

車、車、信号等制約が多く利用者は殆

どいない。公園内はこの制約がなく体

力に合った散策、運動、健幸づくりが

出来る。そこに上記看板やラッピング

で、例えばＰ２３下の絵を視覚的に示

し、正しい歩き方は認知症防止効果が

あること等を示されたい。踵からの歩

行習慣は、転倒防止になること等視覚

次期計画においては、運動習慣者を増や

すための取り組みとして、歩きたくなる街

づくりに努めることとしています。 

自然に運動習慣を身につける環境づくり

を効果的に推進するために、庁内・庁外の関

係者や関連団体と連携してまいります。 



 

 

で示せば、効果も倍増しよう。これ等

も成果金額を計上すれば市民も設備

投資に異論はないだろう。公園は憩い

の場であり球技・競技場ではない。予

算化、設備具現化には、市議会保健福

祉委員会にも支援協力を求められた

い。 

８ 

食育に関しては今回の課題の先頭

に持ってくるべきではないか。ただ、

「３べジ」は認知されていないし、こ

れからも分かりにくい。それぞれ野

菜、副食から食べることが内臓負担を

やわらげ「通じ」がよい、即ち便秘防

止効果があるとか、身近な効果を持っ

てこないと専門家ではない一般市民

には分かりにくい。健幸キャラクター

にどのように盛り込むか検討された

い。 

胎児から幼少期に健全な食育が出

来れば、その後の健康に大きく寄与す

ることは広く認知されている。食育を

夫婦間家族観で共有されるべく男性

の子育て責任を強く醸成すべきだ。貧

しくともこの間に愛情豊かに育てら

れた子供達は、その後、心豊かな人間

に育つことも研究報告されている。 

健全な食育のために、広告等で蔓延

している健康食品、効果の怪しいサプ

健康増進計画と食育推進計画を一本化

し、健康づくりの取り組みを強化するだけ

でなく、食育も強化していくこととしてお

り、食育の輪も一層広げていこうと考えて

います。健康づくり以外の要素が含まれる

ため、「食育」を７分野の最後に記載してい

ます。 

キャラクターの活用や健康食品・サプリ

メントに対する御意見は、参考とさせてい

ただきます。 



 

 

リメントへの警鐘も積極的に取り組

みも必要ではないか。 

９ 

過去の結果、糖尿病と高血圧症を指

摘しているが、例えばP５の血圧比較図

等、年齢層別に示さないと意味がない

のではないか。特に高齢者は上が１４

０以下、下が９０以下を正常値と公認

されている。多少の変動は許容され、

むやみに降圧剤を服用する必要はな

いと言う報告もある。 

 

ここでは国民健康保険特定健診結果を用

いて、国や県と比較して、高血糖と高血圧が

倉敷市の特徴的な健康課題であり、前計画

に続いて重点的に取り組む必要性を示すた

めの一指標としています。健康増進計画審

議会の構成委員である医療専門職の御意見

もいただきながら進めてまいります。 

10 

肥満等を強調しているが老齢女子

にはＢＭＩ１８以下の痩せ老人も少

なくない。（Ｐ１７では１６．５％）

食事、運動はむしろ肥満者より配慮し

ているが体重が増えず、結果として骨

粗しょう症等が多いと考えられる。受

診を勧める前に行政のＰＨＮ（保健

師）、ＲＤ（管理栄養士）が個別指導

も検討できないか。 

計画において、健康管理分野で「高齢者の

低栄養傾向（ＢＭＩ２０以下）の割合」をあ

げており、現状の１７．２％から目標値の１

０％となることを目指します。それに向け

てライフコースアプローチの視点をもって

関係部署・団体と連携しながら、高齢者の適

正体重の維持やフレイル（健康と要介護の

間の虚弱な状態）予防のための取り組みも

強化してまいります。 

なお、P１７の高齢者の低栄養傾向（ＢＭ

Ｉ２０以下）の割合につきましては、素案に

て１６．５％と記載しておりましたが、正し

くは１７．２％でした。訂正いたします。 

11 

人生１００年時代を迎え７５歳以

上を「後期高齢者」と呼ぶことは高齢

者の精神的な生きる意欲を阻害する。

８０ないし８５歳ぐらいまでは老人

社会的なつながりを持つことは心身の健

康や生活習慣の改善によい影響を与えると

いわれています。計画では、「社会活動を行

っている高齢者の割合」を指標の一つに掲



 

 

でも「若年老人＝若老」としそれ以上

を高齢者等に呼称を変え、精神面から

も若さを保つことで、自ら健康寿命延

伸努力を推進する工夫も考えられた

い。倉敷発「若老」宣言でも良いか。 

げ、高齢者の就労、ボランティア、通いの場

といった居場所づくり等の社会参加を通じ

て、社会的なつながりを推進します。 

いただいた御意見は参考とさせていただ

きます。 

12 

目標達成のために計画の実践に取

り組んだ市民に、何らかのインセンチ

ブを与えられたい。何もトップランナ

ーを表彰するのではなく食育、健康づ

くりの自己目標達成者を努力賞とし

て報奨し、幅広く当該事業の底上げを

図られたい。ロゴ入り帽子、下敷等。 

市では「くらしき健康ポイント事業」を行

っています。この事業は、ウォーキング等の

健康づくりへの取り組みやイベント参加、

健（検）診受診等にポイントを付与するしく

みです。スマートフォンのアプリや専用用

紙を用いて参加でき、一定のポイントが貯

まると、特典（インセンティブ）が受けられ

ます。いただいた御意見も参考に、市民一人

ひとりの健康づくりの目標達成につながる

ような事業展開を検討してまいります。 

13 

高齢者医療費は個人にとっても、行

政にとっても大きな負担である。予防

健診は重要だが、高齢者は長年の自己

体調管理経験から、むやみに医療機関

受診を勧めるべきではないと言う産

業医もいる。近年、単科クリニックの

増加、基幹病院等の専門制が進み、複

数疾患老人の多薬服用による薬害も

指摘されている。当該計画の食育・運

動を推進し、少しでも服薬数等を減ら

すことが出来れば立派な社会貢献に

なる。ライフステージに合った受診行

いただいた御意見は、参考とさせていた

だきます。 



 

 

動と医療関係者の指導も人生１００

年時代の保健行政課題である。 

 



パブリックコメント要約版

１　案件名

倉敷市健康増進・食育推進計画（素案）について

２　募集期間

令和５年１１月１日（水）～令和５年１１月３０日（木）

３　趣旨・目的・背景

　倉敷市では、市民の健康寿命の延伸を目的とした倉敷市健康増進計画「健康くらしき２１・Ⅱ」
及び食育を通じて健全な心身を育むことを目的とした第二次倉敷市食育推進計画を策定し、市
民の健康づくりに取り組んできました。
　今年度は両計画の最終年であり、令和６年度からの新計画を策定するに当たり、市民の皆さま
のご意見を募集します。
　なお、両計画は重なる部分が多く、これまでも計画の推進に当たり多くの取り組みを一体的に
行ってきたことから、次期計画はひとつの計画として策定する方針です。

４　概要

・「みんなでつくる　元気なくらしき～誰ひとり取り残さない健康づくり～」を理念とし、基本目標とし
て「健康寿命の延伸」「健康格差の縮小」「食を通じた豊かな生活の実現」を設定します。
・一人ひとりの健康づくりを、「健康管理」「運動」「休養」「たばこ」「飲酒」「歯・口」「食育」の７つの
分野で進めます。推進に当たっては、胎児期から高齢期まで生涯を通じて健康づくりに取り組
む、「ライフコースアプローチ」の視点を取り入れます。
・健康づくりを支える環境づくりを、「自然に健康になれる環境づくり」「持続可能な食を支える環
境づくり」「人と人・人と社会をつなぐ地域づくり」の３つの視点で進めます。

５　資料閲覧場所　

保健所健康づくり課、児島・玉島・水島の各保健福祉センター保健推進室（真備保健推進室を
含む）、庄・茶屋町・船穂支所、本庁国民健康保険課

６　提出方法

健康づくり課へ持参、郵送（必着）、ＦＡＸ、Ｅメール
（持参の場合は土・日、祝日を除く８時３０分～１７時１５分）

７　問合せ先

倉敷市保健所　健康づくり課　健康管理係、食育推進係
〒710-0834　倉敷市笹沖170番地
℡；086-434-9820、086-434-9868　FAX；086-434-9805
ｱﾄﾞﾚｽ；hlthlt@city.kurashiki.okayama.jp


